
 

 

平成 26 年度 公益財団法人日本体育協会公認スポーツ指導者養成講習会 

山岳指導員（スポーツクライミング）養成講習会 専門科目 開催要項 

 

１． 目  的 

地域スポーツクラブ等において、スポーツに初めて出会う子どもたちや初心者を対象に、競技別の

専門的な知識を活かし、個々人の年齢や性別などの対象に合わせた指導にあたるとともに、施設開放

において利用者の指導支援を行う者を養成する。 

 

２． 主  催  公益財団法人 日本体育協会 

        公益社団法人 日本山岳協会 

 

３． 主  管  兵庫県体育協会 

        兵庫県山岳連盟 

 

４． カリキュラム 

（１） 専門科目 40 時間以上（集合講習 30 時間以上、その他 10 時間以上） 

※ （公社）日本山岳協会が主管して実施する。 

※ 講習及び試験の免除措置については、当該中央競技団体が定める基準による。 

 

５． 開催期日 平成 26 年 10 月 25 日(土)～26 日（日）、平成 26 年 11 月 29 日(土)～30 日（日） 

 

６． 開催場所 神戸登山研修所 

      

７． 受講者 

〈受講条件〉 

（１）受講する年の 4 月 1 日現在、満 20 歳以上の者で、5.10 をリード出来る者。 

（２）地域においてスポーツ活動を実施しているクラブやグループ、スポーツ教室で実際的指導にあ

たっている指導者及びこれから指導者になろうとする者（指導実績 2 年以上）。 

〈受講者数〉 

受講者数は、20 名程度とする（特に上限は定めない）。 

最低開催人数は 16 名とします。16 名未満の時は次年度に延期します。 

 

８． 受講申込み 

（１）受講申込みは各都道府県山岳連盟（協会）を通じて兵庫県山岳連盟へ行う。 

（２）受講希望者は、所定の受講申込書に必要事項を記入し、免除該当者は所定の必要書類を添付し、

5 月 1 日（木）～6 月 10 日（火）までに提出する。 

※ 共通科目の受付は行わない。平成 27 年度に公認スポーツ指導者の認定を受けようとする受講希

望者は平成 26 年 12 月までに別途 NHK 学園のスポーツリーダー講座を受講して下さい。 

または、平成 26 年 5 月 24・25 日開催の兵庫県体育協会主催の講座を受講して下さい。別紙参照。 

＊１１，１２，１３を参照 

 

９． 受講料 

専門科目：33,000 円（消費税込み） 

※ 免除科目については別に定める。 

※別途共通科目受講料として 21,000 円が必要です。（スポーツリーダー資格保有者は不要です。） 

 

１０．受講者の決定 

各都道府県山岳連盟（協会）から提出された申込書などの関係書類に不備がない者を受講者として内

定し、各都道府県山岳連盟（協会）を通じて本人に通知する。 



受講内定後、受講料の支払いを完了したものを受講者として決定する。 

（１） 受講有効期限 

受講者は原則として受講有効期限内（受講開始年度を含め 4 年間）に共通科目と専門科目のす

べてを修了しなければならない。 

なお、期限内に修了しない場合は、その時点で受講者としての権利をすべて喪失するが、専門

科目講習会が有効期限内に実施されない場合はこの限りではない。 

（２） 受講取消し 

受講者としてふさわしくない行為があったと認められたときは、(公社)日本山岳協会指導委員

会及び競技委員会で審査し受講が取り消される。 

 

１１．講習・試験の免除 

既存資格及び（公財）日本体育協会、免除適応コースの履修等により講習・試験の一部または全部を

免除することができる。免除に関する詳細は、別に定める。 

 

１２．検定・審査 

講習に基づく、検定・審査は、共通科目と専門科目に区分して実施する。 

（１） 共通科目における検定試験は、通信教育（ＮＨＫ学園）課題検定による判定、または兵庫県体育

協会主催の共通科目講習・試験合格者とし、（公財）日本体育協会、指導者育成専門委員会にお

いて審査を行う。 

（２） 専門科目における検定は、技能検定を主体に筆記試験などを加えた総合判定とし、（公社）日本

山岳協会指導委員会及び競技委員会において審査する。 

（３） 共通科目、専門科目のいずれもの検定に合格した者を「公認指導員養成講習会修了者」として認

める。 

 

１３．登録及び認定 

（１） 共通科目及び専門科目の検定に合格し、その後、指導者登録（登録申請書の提出及び登録料の納

入）を完了した者に、（公財）日本体育協会公認指導員「認定証」及び「登録証」を交付する。 

（２） 登録による公認資格の有効期限は 4 年間とし、本資格を更新しようとする者は、資格有効期限内

に、（公社）日本山岳協会の定める研修を受けなければならない。 

（ただし、既に公認スポーツ指導者資格を有する者については、既所有資格の有効期限となる） 

（３） 過去に何らかの（公財）日本体育協会公認スポーツ指導者資格を取得し、現在その資格が有効期

限切れになっている場合、本養成講習会を修了しても登録管理システム上で有効期限切者として

データが保存されているため、登録申請書を送付できないことがあるため注意すること。 

 

１４．その他 

本講習会受講に際し、取得した個人情報は、（公財）日本体育協会及び各都道府県体育協会、各中央

競技団体、各都道府県競技団体が本講習会の受講管理に関する連絡（資料の送付等）及び関係事業を

実施する際に利用し、これ以外の目的に個人情報を使用する際は、その旨を明示し了解を得るものと

する。 

 

１５．問合せ先 

 

兵庫県山岳連盟 指導委員会 担当：西村良信 

    〒657-0838 神戸市灘区王子町２丁目２－１ 神戸登山研修所内 

         TEL 078-801-3267 

     E メール info@hma.jp 

 

公益社団法人 日本山岳協会 指導委員会 

〒150-8050 東京都渋谷区神南 1-1-1 岸記念体育会館  TEL：03-3481-2396  FAX：03-3481-2395 

E メール shidou@jma-sangaku.or.jp 



平成　　　年　　　月　　　日

社団法人　日本山岳協会会長

　　　　　　　　　　　　　　殿 山岳連盟（協会）

会長　　　　　　　　　　　　　　　　印

申し込み会場名（都道府県名を記入してください）

申し込み資格（○で囲む） 　指導員・上級指導員・コーチ・その他

宿泊（○で囲む） 　希望する・しない

フリガナ

氏　名 性別　　男　　　女

生年月日（西暦）　　　　　年　　　月　　　日　 満　　　　　歳 写真

〒 （３５×４５ｍｍ）

現住所 肩から上

tel： fax：

携帯： email：

勤務先名

所在地

tel：

所属団体名（山岳会等）

所在地

代表者名 印 tel：

所属山岳連盟（協会）名 山岳連盟（協会）

所在地

tel：

会長名 email：

日本体育協会公認スポーツ指導者資格（○で囲む）（現在保有資格）

　　スポーツリーダー・指導員・上級指導員・コーチ・上級コーチ・その他（　　　　　　　　　　）

登録番号（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

日体協・日山協公認山岳指導者養成講習会受講申込書（スポーツクライミング）



競技　　　　　　　　　山　岳（スポーツクライミング・兵庫会場）　競技

 第 １日 第　 ２ 日 第 ３ 日 第 ４ 日

期 日 10月25日(土) 10月26日(日) 11月29日(土) 11月30日(日)

９：００ 集合・受付・開講・オリエンテーション 実技指導実習　２－① 実技指導実習　２－③
　 　クライミングの技術・安全（3H） 　グレード（グレーディング）（３H）

基礎理論　1-④
　法律　（１H)

１０：００ 集合・受付・開講
　 オリエンテーション

基礎理論①-1 基礎理論　１－③
クライミングの基礎（２H) 　医学　（２H)

１１：００ 指導者制度について
スポーツクライミングの歴史
クライミング競技の歴史

１２：００ 昼食 昼食
昼食 昼食

１３：００ 基礎理論　１－② 基礎理論　１－⑤ 実技指導実習　２－① 実技検定（2H）　
　クライミングの技術・安全 　確保　（１H) 　クライミングの技術・安全（3H）

　クライミング技術 　確保理論
　安全対策

１４：００   (2H) 実技・指導実習　２－①
　クライミングの技術・安全

　指導法　　　（３H)
１５：００ 基礎理論　１-⑧ 理論検定　（１H)

競技（３H)

１６：００ 実技指導実習　　2ー② 実技指導実習　２－④
　確保（3H） 　競技（2H）

　
１7：００ 基礎理論　１－⑥

　グレード　（１H)
　

１8：００ 基礎理論　１－⑦ 閉校式・解散
　 　ルート、課題のセッティング 　

　　（１H)

19：00
時間数 ７H ９Ｈ 9Ｈ ５Ｈ

宿泊の有無 有 有

＊会場、その他の事情により、日程表に変更がある場合もあります。

平成２６年度山岳指導員（スポーツクライミング）養成講習会　日程表



 -  

山岳指導員（スポーツクライミング）講習会受講申請者 クライミング履歴書 

  岳連判定 日山協判定  記入日   年  月 日 

     氏名           

【スポーツジム履歴（自然壁も１ルートのみ記入可）】※自然壁を記入する場合は 5.10A 以上のルート 

古い履歴も含め
キャリアを表現 

*形状・内容は片寄らず、多様なｸﾗｲﾐﾝｸﾞ技術が判る様な履歴 
*ルートは認知度の高いものが望ましい 

ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ 
ｸﾞﾚｰﾄﾞ 

 補足事項など 
例）初登、etc 

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 

年 月  ルート名及び岩場名  形状・内容 *1 グレード スタイル *2 備考 

2000 年 6 月 記入例：ＡＢＣクライミングジム F・S・C・M・B 5.10A OS・RP・MS 東京 秋葉原 

年 月  F・S・C・M・B  OS・RP・MS  

年 月  F・S・C・M・B  OS・RP・MS  

年 月  F・S・C・M・B  OS・RP・MS  

*1－F:フェース、S:スラブ、C:クラック、M：マルチピッチ、B：ボルダリング *2－OS:オンサイト、RP:レッドポイント、MS：マスタースタイル 

【競技履歴】                                                       

年 月 日 主催 大会名 カテゴリー 成績 備考 

年 月  日      

年 月  日      

【コーチ・監督・指導履歴】 

年 自由表記 例） ○×国体成年男子監督 、○×講習会講師 etc 

年  

  

  

 

 ○ ○



○：免除有り　△：一部免除　無印：免除無し 旧：旧規約(H24)　　新：新規約（H25～）

旧 新 旧 新 旧 新

① クライミングの基礎 ○ 　 ○ ○

② CL技術・安全（人工壁） ○ ○

③ 医学

④ 法律

⑤ 確保

⑥ グレード（説明） ○ ○

⑦ ルートセッティング ○ ○

⑧ 競技 ○ 　 ○ ○ ○ ○

① CL技術・安全（人工壁） △

② 確保 ○

③ グレーディング ○ ○

④ 競技 ○ ○ ○

① CL技術・安全（人工壁） ○

② CL技術・安全（自然壁） ○

③ 医学

④ 法律

⑤ 確保

⑥ グレード（説明） ○ ○

⑦ ルートセッティング ○ ○

⑧ 競技 ○ ○ ○

① CL技術・安全（人工壁）

② CL技術・安全（自然壁） ○

③ 確保 ○

④ グレーディング ○ ○

⑤ ルートセッティング ○ ○

⑥ 競技 ○ ○ ○ ○

基礎理論

上級
指導員

実技・
指導実習

実技・
指導実習

スポーツクライミング指導者養成講習会における専門科目免除について

国体競技
運営委員

公認審判員
公認ルート
セッター

基礎理論

指導員

カリキュラム内容


